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１０広報せきかわ　2008・４月号

平平成成2200年度年度 関関関関川川川川村村村村予予予予算算算算

のののの使使使使いいいい道道道道平成２０年度の村の予算が、３月定例
村議会で可決されました。各会計の予算
の概要についてお知らせします。

平成20年度 予 算

歳 入

村
税
一
・
〇
％
減

村
債
は
過
疎
債
発
行
増
で

前
年
度
比
五
〇
・
五
％
増

歳
入
の
約
半
分
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、
前
年
度
よ
り
一
億
九

千
六
百
万
円
多
い
二
十
億
八
千
四

百
五
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
手
当
の
拡
充
や

交
付
税
算
入
の
あ
る
村
債
の
償
還

金
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
三
位
一
体
の
改
革
（
※
）

に
よ
っ
て
都
市
部
と
地
方
の
格
差

が
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
財
政
力

の
弱
い
小
規
模
市
町
村
な
ど
に
地

方
交
付
税
を
重
点
配
分
す
る
特
別

枠
「
地
方
再
生
対
策
費
」
が
設
け

ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
普
通
交

付
税
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

村
税
は
、
固
定
資
産
税
（
大
規

模
償
却
資
産
）
の
減
少
に
よ
り
、

前
年
度
比
一
・
〇
％
減
の
七
億
五

千
二
百
五
万
円
と
見
積
も
り
ま
し

た
。
村
税
や
使
用
料
収
入
な
ど
の

自
主
財
源
は
、
歳
入
全
体
の
四
分

の
一
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
統
合
小

学
校
建
設
事
業
に
伴
う
過
疎
対
策

事
業
債
を
三
億
五
千
五
十
万
円
計

上
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
村
債
は
前
年
度
よ

り
一
億
九
千
七
百
十
万
円
多
い
、

五
億
八
千
七
百
六
十
万
円
。
前
年

度
比
五
〇
・
五
％
の
増
で
す
。

特

別

会

計

国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
八
億

二
千
四
百
六
十
万
円
で
前
年
度
比

四
・
二
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
実
施
に

伴
い
、
老
人
保
健
拠
出
金
が
後
期

高
齢
者
支
援
金
に
振
り
替
え
ら
れ

た
一
方
で
、
退
職
被
保
険
者
が
制

度
改
正
に
よ
っ
て
一
般
被
保
険
者

に
移
行
し
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
が
負
担
す
る
国
民
健

康
保
険
税
の
算
定
方
法
の
変
更
が
、

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
不
透

明
な
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
調
整
を
考
慮
し
て
、
国
保
準
備

基
金
か
ら
二
千
五
百
万
円
を
繰
り

入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
関
川
診
療
所
会

計
は
、
一
億
千
四
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
安
定
し
た
診
療
収
入
に

よ
り
順
調
に
経
営
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
会
計
は
、
一
億
四
千

五
百
九
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
実
施
に

よ
り
、
今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
る

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
に
移
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
会
計
は
、
六
億
六
千

九
百
七
十
万
円
で
、
介
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
の
増
加
で
給
付
費

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

●用語の説明 ※三位一体の改革 地方への国の関与を廃止・縮減し、地方分権を推進する観点から、

国庫補助負担金の改革 国から地方への税源移譲 地方交付税
の改革の３つの改革を一体的に行うものです。

国民健康保健特別会計 8億2,460万円 3,360万円 4.2％

診 療 所 特 別 会 計 1億1,400万円 180万円 1.6％

老人保健特別会計 1億4,590万円 △ 7億1,820万円 △ 83.1％

介護保険特別会計 6億6,970万円 2,540万円 3.9％

後期高齢者医療特別会計 7,200万円 7,200万円 皆増

村有温泉特別会計 540万円 10万円 1.9％

宅地等造成特別会計 770万円 △ 1,090万円 △ 58.6％

簡易水道特別会計 4,830万円 △ 2,680万円 △ 35.7％

公共下水道特別会計 6億5,350万円 △ 2億6,220万円 △ 28.6％

農業集落排水特別会計 1億0,170万円 1,570万円 18.3％

合　　　計 72億9,130万円 △ 4億7,100万円 △ 6.1％

会　計　名 平成20年度予算 増減率対前年度増減額

（収益的） 収　　入 1億0,790万円 △ 210万円 △ 1.9％

（ ） 支　　出 1億0,770万円 380万円 3.7％

（資本的） 収　　入 4,700万円 △ 5,300万円 △ 53.0％

（ ） 支　　出 8,586万円 △ 5,820万円 △ 40.4％

水道事業会計 平成20年度予算 増減率対前年度増減額

公営企業会計

一 般 会 計 46億4,850万円 3億9,850万円 9.4％

平成20年度　各 会計予算

国
・
地
方
を
通
じ
て
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
、
地

方
債
な
ど
に
大
き
く
依
存
し
て
い

る
村
の
財
政
状
況
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は
、
統
合
小
学
校
建

設
事
業
費
を
計
上
し
た
た
め
、
前

年
度
に
比
べ
三
億
九
千
八
百
五
十

万
円
多
い
、
四
十
六
億
四
千
八
百

五
十
万
円
と
、
九
・
四
％
高
く
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
統
合
小
学
校
建
設
事
業

費
を
除
い
た
予
算
総
額
は
、
前
年

度
よ
り
一
億
六
千
九
百
九
十
八
万

円
少
な
く
、
四
％
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。一

般

会

計

○ １ ○ ２ ○ ３ 
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広報せきかわ　2008・４月号１１

むらの予算説明

歳 出

人
件
費
三
・
九
％
減
に
抑
制

統
合
小
学
校
建
設
事
業
に
着
手

投
資
的
経
費
は
前
年
度
比
八
五
・
八
％
増

限
り
あ
る
財
源
の
中
で
効
率
的

な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
事
務

事
業
の
見
直
し
を
行
い
経
費
の
節

減
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職

者
の
不
補
充
な
ど
で
人
件
費
を
抑

制
し
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
で
は
、
継
続
事
業

の
林
道
蛇
喰
中
束
線
開
設
事
業
や

県
営
下
関
地
区
幹
線
用
水
路
事
業

負
担
金
の
ほ
か
、
新
規
の
県
営
玉

郷
立
地
区
農
地
整
備
事
業
と
女
川

地
区
新
堀
用
水
整
備
事
業
の
負
担

金
、
金
丸
・
八
ツ
口
地
区
テ
レ
ビ

共
聴
施
設
整
備
事
業
、
統
合
小
学

校
建
設
事
業
を
計
上
し
ま
し
た
。

統
合
小
学
校
の
建
設
事
業
費
は

十
九
億
三
千
万
円
と
し
、
平
成
二

十
年
度
と
二
十
一
年
度
の
継
続
事

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
は
新
た

に
設
置
す
る
会
計
で
、
予
算
の
総

額
は
七
千
二
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

県
内
全
市
町
村
で
組
織
す
る
広
域

連
合
が
実
施
主
体
と
な
り
ま
す
が
、

保
険
料
の
徴
収
事
務
な
ど
は
各
市

町
村
が
分
担
し
ま
す
。
こ
の
会
計

で
は
、
保
険
料
収
入
に
村
の
負
担

金
を
加
え
、
広
域
連
合
に
納
付
す

る
な
ど
の
経
理
を
し
ま
す
。

村
有
温
泉
会
計
は
、
五
百
四
十

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
常
管
理

費
の
み
計
上
し
て
い
ま
す
。

宅
地
等
造
成
会
計
は
、
七
百
七

十
万
円
。
事
業
債
の
償
還
が
歳
出

の
主
な
内
容
で
す
。

簡
易
水
道
会
計
は
、
四
千
八
百

三
十
万
円
。
水
道
料
金
だ
け
で
は

賄
え
な
い
の
で
、
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
会
計
は
、
六
億
五

千
三
百
五
十
万
円
。
建
設
事
業
は

今
年
度
で
完
了
の
見
込
み
で
す
。

農
業
集
落
排
水
会
計
は
、
一
億

百
七
十
万
円
と
な
り
、
事
業
債
の

償
還
に
伴
っ
て
一
般
会
計
繰
入
金

も
増
え
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
は
、
下
水
道
工

事
が
終
盤
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

配
水
管
布
設
替
工
事
が
減
っ
た
た

め
、
資
本
的
収
入
と
支
出
が
減
少

し
て
い
ま
す
。

歳 出 
46億 

4,850万円 
(対前年度9.4%増)

人件費　　 
7億6,493万円 
　　　（16.5%） 

人件費　　 
7億6,493万円 
　　　（16.5%） 

単独事業費 
4億1,136万円 
（8.9%） 

補助事業費　 
4億5,596万円（9.8%） 

扶助費 
1億8,157万円 
（3.9%） 

維持補修費 
9,180万円 
（2.0%） 

その他 
500万円 
（0.1%） 

投
資的経費19

.1%

　

投
資的経費19

.1%

　

義務

的
経
費
3
9
.0
％

その

他
の
経
費
4
1
.9
％
　

公債費 
8億6,667万円 
（18.6%） 

県営事業負担金　 
1,910万円（0.4%） 

災害復旧費 
55万円（0.0%） 

物件費 
8億231万円 
（17.3%） 

積立金 
274万円（0.1%） 

投資及び出資金、 
貸付金 

1億820万円（2.3%） 

繰出金 
5億3,546万円 
（11.5%） 

補助費等 
4億286円 
（8.7%） 

普通建設事業
費普通建設事業
費

業
で
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
二
十

年
度
の
年
割
額
は
二
八
・
六
％
で
、

五
億
五
千
百
十
四
万
五
千
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
を
除
く

五
市
町
村
の
合
併
に
伴
い
、
岩
船

地
域
広
域
事
務
組
合
の
事
務
は
、

新
・
村
上
市
に
引
き
継
が
れ
る
た

め
、
村
は
村
上
市
に
事
務
委
託
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

補
助
費
等
が
減
額
と
な
り
物
件
費

が
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

目
的
別
で
見
る
と
…

統
合
小
学
校
建
設
事
業
を
実
施

す
る
教
育
費
は
、
九
億
四
百
十
五

万
四
千
円
で
前
年
度
比
一
一
六
・

六
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
費
は
、
耐
震
性
防
火
水
槽

の
整
備
を
国
庫
補
助
事
業
で
実
施

し
、
前
年
度
比
一
五
・
五
％
増
の

二
億
三
千
六
百
二
十
一
万
二
千
円
。

農
林
水
産
業
費
は
、
林
道
蛇
喰

中
束
線
開
設
事
業
費
の
増
に
よ
り
、

前
年
度
比
八
・
三
％
増
の
三
億
二

千
六
百
二
十
四
万
三
千
円
。

商
工
労
働
費
は
、
道
の
駅
周
辺

整
備
事
業
の
終
了
に
よ
り
、
前
年

度
比
二
二
・
七
％
減
の
三
億
二
千

五
百
二
十
万
七
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳 入 
46億 

4,850万円 
(対前年度9.4%増)

村税　　 
7億5,205万円 
　　　（16.2%） 

地方交付税 
20億8,450万円 
（44.9%） 

使用料及び手数料　
9,557万円（2.1%） 

諸収入 
1億3,834万円 
（3.0%） 

国庫支出金 
2億5,576万円 

（5.5%） 

地方消費税交付金等 
1億1,082万円 
（2.4%） 

自主財

源
27
.5
％

依
存
財
源

7
2 . 5 ％

繰入金　　 
2億1,905万円 
（4.7%） 

分担金及び負担金　
4,394万円（0.9%） 

繰越金等 
2,598万円 
（0.6%） 

村債 
5億8,760万円 
（12.6%） 

村債 
5億8,760万円 
（12.6%） 

県支出金 
2億3,389万円 

（5.0%） 

地方譲与税 
1億100万円 
（2.2%） 



１２広報せきかわ　2008・４月号
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積立金

積
立
金
取
り
崩
し
額

二
億
一
千
七
百
二
十
三
万
円

村
民
一
人
あ
た
り
残
高
は

十
七
万
四
百
五
十
四
円

基
金
に
は
、
特
定
の
事
業
の
財

源
に
充
当
す
る
た
め
に
積
み
立
て

た
「
特
定
目
的
基
金
」
と
財
源
調

整
の
た
め
の
「
財
政
調
整
基
金
」

が
あ
り
ま
す
。

統
合
小
学
校
建
設
事
業
の
財
源

と
し
て
教
育
施
設
整
備
基
金
か
ら

四
千
三
十
万
円
繰
り
入
れ
る
ほ
か
、

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
補
助
金
、

集
落
セ
ン
タ
ー
改
修
補
助
金
な
ど

の
財
源
と
し
て
、
む
ら
づ
く
り
総

合
対
策
基
金
か
ら
千
三
百
七
十
万

円
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

な
お
、
財
源
調
整
の
た
め
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
を
一
億
五
千
万

円
計
上
し
ま
し
た
。
財
政
調
整
基

金
の
残
高
は
、
平
成
二
十
年
度
末

で
三
億
三
千
七
十
八
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
が
、
年
間
の
財
政
運

営
に
よ
り
、
取
り
崩
し
を
少
な
く

す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
特
定
目
的
基
金
の
残
高

は
八
億
三
千
三
百
六
十
七
万
円
で
、

平
成
十
九
年
度
末
残
高
見
込
額
と

比
べ
、
六
千
五
百
五
万
円
少
な
く

な
る
見
込
み
で
す
。

0

2

4

6

8

10

12

14

16
(億円)

積立金残高の推移  

3.4

H1
1年
度
 

H1
4年
度
 

H1
7年
度
 

H2
0年
度
 

(見
込
)

3.4 3.5

3.5 4.8
4.8

4.8
4.8 4.8

3.3

0.7 0.6 0.5

0.4
0.3

0.2
0.2 0.3 0.3

0.3

0.7 0.6 0.5

0.4
0.3

0.2
0.2 0.3 0.3

0.3

11.6 11.3 11.4 10.3 9.8 9.0 8.6 8.9 9.0 8.311.6 11.3 11.4 10.3 9.8 9.0 8.6 8.9 9.0 8.3

■ 財政調整基金　 ■■ 村債管理基金　 ■ 特定目的基金 

0

10

20

30

40

50

60

70
(億円)

村債年度末残高の推移 

30.0

0.0

28.3

23.2 23.3
23.3

23.4
21.7 18.8 12.8

15.3

0.0 1.1

1.6
1.6

1.6
1.6 1.6 1.6

1.5 1.4
1.3 1.1

30.0

H1
1年
度
 

H1
4年
度
 

H1
7年
度
 

H2
0年
度
 

(見
込
)

0.0

33.9

■ その他債　 ■ 臨時財政対策債　 ■■ 減税補てん債　 ■ 辺地債・過疎債 

28.3

23.2 23.3
23.3

23.4
21.7 18.8 12.8

15.3

0.0 1.1
3.2 6.9 9.4

11.3 12.9 19.0 14.91.6
1.6

1.6
1.6 1.6 1.6

1.5 1.4
1.3 1.1

36.0 33.9 31.7 30.7 30.7 27.5 26.4 23.9 24.0

村 債

村
債
発
行
額五

億
八
千
七
百
六
十
万
円

村
民
一
人
あ
た
り
残
高
は

七
十
九
万
八
百
七
十
六
円

統
合
小
学
校
建
設
事
業
の
財
源

と
し
て
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
三

億
五
千
五
十
万
円
借
り
入
れ
る
予

定
で
す
。
こ
の
た
め
、
過
疎
対
策

事
業
債
と
辺
地
対
策
事
業
債
の
借

入
額
合
計
は
、
四
億
二
千
万
円
と

な
り
、
平
成
二
十
年
度
末
残
高
は
、

二
十
三
億
九
千
五
百
七
十
六
万
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

村
債
の
年
度
末
残
高
は
、
国
の

政
策
に
よ
っ
て
借
り
入
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
臨
時
財
政
対
策
債
の
増

加
に
よ
り
、
予
算
規
模
を
超
え
る

五
十
五
億
三
千
三
百
七
十
六
万
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
う
ち

の
半
分
以
上
が
普
通
交
付
税
算
入

の
あ
る
有
利
な
起
債
で
す
。

統
合
小
学
校
建
設
事
業
の
財
源

と
し
て
、
総
額
で
十
二
億
二
千
八

百
八
十
万
円
の
過
疎
債
を
起
債
す

る
予
定
で
す
。
過
疎
債
は
元
利
償

還
金
の
七
割
が
交
付
税
に
算
入
さ

れ
る
有
利
な
起
債
で
す
。
単
年
度

で
の
多
額
の
起
債
と
な
る
た
め
、

元
金
の
償
還
が
始
ま
る
と
財
政
状

況
は
大
変
厳
し
く
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、起
債
の
総
額
を
極
力
抑
制

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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むらの予算説明

・議会活動費 267万円
・議会報発行費 45万円6,158万円村議会活動費議会費

・（新規）テレビ難視聴地域対策事業 2,936万円 ・（新規）県知事選挙費 848万円
・区長関係費 1,488万円 ・廃止路線代替バス運行費補助金 1,996万円
・交通安全対策費 384万円 ・越後下関駅業務委託費 582万円
・むらづくり補助金 1,182万円

4億6,829万円

村の各種計画策
定や推進、財産
管理費、選挙費
など

総務費

・（新規）後期高齢者医療会計繰出金 2,958万円 ・（新規）後期高齢者医療広域連合負担金 6,502万円
・国保会計繰出金 2,136万円 ・心身障害者医療給付費 1億1,141万円
・介護保険会計繰出金 1億1,560万円 ・児童手当給付費 4,323万円
・老人保健会計繰出金 1,268万円 ・保育園管理費 1億9,713万円

7億2,286万円
高齢者・障害者
福祉、子育て環
境の整備など

民生費

・（新規）特定健診事業 424万円 ・ごみ処理対策費 9,186万円
・健康づくり対策費 199万円 ・し尿処理対策費 2,113万円
・基本検診、各種がん検診 1,461万円 ・水道事業会計補助金 1,480万円
・虫歯、感染症予防対策費 1,007万円 ・簡易水道会計繰出金 2,176万円
・乳児、幼児医療費助成 1,106万円 ・合併浄化槽設置補助 792万円

2億7,151万円
保健・医療・環
境対策など衛生費

・水田営農振興費 1,615万円 ・農業農村整備事業費 916万円
・中山間地域等直接支払交付金 1,177万円 ・農地水環境保全交付金 384万円
・有害鳥獣駆除対策費 190万円 ・流域公益保全林整備事業補助 656万円
・畜産振興費 996万円 ・森林整備地域活動支援交付金 665万円
・国土調査事業費 1,018万円 ・越後杉ブランド安定供給事業補助金 209万円
・県営土地改良事業負担金 1,410万円 ・林道蛇喰中束線開設、舗装事業 1億1,911万円
・農業集落排水会計繰出金 3,048万円 ・荒川漁業協同組合補助金 200万円

3億2,624万円
農林水産業の振
興、農業基盤整
備など

農林水

産業費

・村商工会補助金 648万円 ・都市との交流事業 154万円
・（継続）村内商業活性化事業補助金 100万円 ・観光施設管理費 6,792万円
・中小企業振興資金等預託金 9,500万円 ・ゆ～む管理費 6,431万円
・観光振興対策費 2,339万円 ・労働金庫預託金 1,200万円
・首都圏宣伝費 402万円

3億2,521万円
商工業、観光振
興対策費

商　工

労働費

・道路除雪対策費 8,506万円 ・国県道整備事業負担金 500万円
・（継続）除雪機械購入費 1,700万円 ・下水道会計繰出金 2億7,899万円
・消雪施設整備事業費 1,250万円 ・住宅資金貸付金利子補給 100万円

4億8,023万円
道路、集落排水
路などの社会資
本の整備

土木費

・（新規）防災無線基本計画作成 130万円 ・施設整備費 2,943万円
・消防団運営費 2,723万円
・常備消防費 1億6,656万円

2億3,621万円
住民の生命と財
産を守る防災活
動など

消防費

・（新規）統合小学校建設事業 5億6,848万円 ・青少年健全育成費 101万円
・外国語指導助手招致事業費 390万円 ・文化財保護費 494万円
・小・中スクールバス運行費 1,736万円 ・保健体育施設等管理費 1,253万円
・小・中学校管理費 9,780万円 ・学校給食施設管理費 5,517万円

9億415万円

学校教育、生涯
学習、芸術、文
化、スポーツの
振興など

教育費

・村債償還費 8億4,167万円
・一時借入金利子 500万円8億4,667万円

村債と一時借入
金の元利支払い公債費

555万円
災害復旧事業費
・予備費その他

46億4,850万円合　　計

目　的 予算額 事業内容（主なもの）

平成 20 年 度の主な事業

議会費 
8,801円 
1.3% 総務費 

66,927円 
10.1%

民生費 
103,309円 
15.6%

衛生費 
38,804円 
5.8%

農林水産業費 
46,626円 
7.0%

商工労働費 
46,478円 
7.0%

土木費 
68,633円 
10.3%

消防費 
33,759円 

5.1%

教育費 
129,220円 

19.5%

公債費 
121,005円 

18.2%

その他 
794円 
0.1%

664,356円 

村民１人あたりの予算額

（１月末の住民基本台帳人口6,997人で算出）

歳　出　　　664 ,356円
積立金残高　170 ,454円
村債現在高　790 ,876円

村民１人あたりの歳出を目的別に見ると


